


血圧測定の方法 

〔測定の方法〕 

1.  マンシェットを巻く：カフが上腕動脈にかかるように巻き、マンシェットの下の部分がひじの2
～3cm上になるようにする。この時マンシェットと皮膚の間に指が1～2本入る程度にする。 

2. 測定側の肩を下げさせ、ひじから先の力を抜き、手指を開き前腕を伸ばして楽にさせる。腕
が心臓と同じ高さに来るようにする。 

3. 触診法で収縮期血圧を推定する：検者は指（人差し指・中指・薬指）で橈骨動脈に触れなが
ら、マンシェットに送気し、脈拍が触れなくなってからさらに20～30mmHg高くなるように上
げ、その後、脈拍ごとに2～3mmHgの速さで水銀柱が下がるように排気弁をゆっくり開く。
最初に拍動を感じたときに目盛りを目の高さで見、その値が収縮期血圧となる（触診法で
は収縮期血圧しか測定できない）。その後、マンシェット内の空気を完全に抜く。 

4.  聴診法で測定する：上腕動脈を触知し、聴診器をマンシェットの下の部分2cm内側に軽く密
着させる。送気は触診法の推定血圧値より20～30mmHg上に上げ、ゆっくり下げながら最
初に血管音（コロトコフ音）が聞こえてきた時に目盛りを読む（この時が収縮期血圧）。さらに
下げてゆき、最後に血管音が消失したときの目盛りを読む（このとき拡張期血圧）。 

5. 測定終了後、マンシェットをはずし、腕を楽な状態にさせる。 
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